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８ 子どもが病気などの際の対応について 

① 子どもが病気やケガで通常の事業が利用できなかったことの有無 

 

 

 

 

 

 

 

「あった」が 75.3％、「なかった」が 20.6％となっています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 1,524 100.0

あった 1,148 75.3

なかった 314 20.6

無回答 62 4.1
 

 

あった
75.3%

なかった
20.6%

無回答
4.1%

問２２ 病気やケガで通常の事業が

利用できなかったことの有無

 

N=1,524 

問 22 平日(月曜日～金曜日)の定期的な教育・保育事業を利用していると答えた保護

者の方（７ページ 問 15 で１に○をつけた方）にうかがいます。利用していな

い方は、14 ページ 問 23 にお進みください。この 1 年間に、宛名のお子さんが

病気やケガで通常の事業が利用できなかったことはありますか。（いずれか１つに

○） 
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② 子どもが病気やケガで通常の事業が利用できなかった場合の対処方法 

 

 

 

 

 

A．通常の事業が利用できなかった場合の対処方法 

「母親が仕事を休んだ」が 64.5％で最も多く、「（同居者を含む）親族・知人に子どもを

看てもらった」が 34.3％、「父親又は母親のうち就労していない方が子どもを看た」が

31.4％、「父親が仕事を休んだ」が 29.7％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 1,148 100.0

母親が仕事を休んだ 740 64.5

（同居者を含む）親族・知人に子ど
もを看てもらった

394 34.3

父親又は母親のうち就労していない
方が子どもを看た

360 31.4

父親が仕事を休んだ 341 29.7

病児・病後児の保育を利用した 27 2.4

仕方なく子どもだけで留守番させた 13 1.1

ベビーシッターを利用した 10 0.9

ファミリー・サポート・センターを
利用した

9 0.8

その他 20 1.7

無回答 13 1.1
 

 

問 22-1 宛名のお子さんが病気やケガで普段利用している教育・保育事業が利用で

きなかった場合に、この 1 年間に行った対処方法をお知らせください。（あては

まる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字で記入（半日程度の対

応の場合も 1 日と数える）[数字は一枠に一字]） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

母親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもを看てもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもを看た

父親が仕事を休んだ

病児・病後児の保育を利用した

仕方なく子どもだけで留守番させた

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

無回答

64.5%

34.3%

31.4%

29.7%

2.4%

1.1%

0.9%

0.8%

1.7%

1.1%

問22-1A 病気やケガで通常の事業が利用できなかった

場合の対処方法

 

 

◆前回調査との比較◆ 

 

 病気やケガで通常の教育・保育事業が利用できなかったときの対処方法を、前回調査

（平成 21 年鎌倉市次世代育成支援に関するニーズ調査）と比較すると、「母親が仕事を

休んだ」という回答が 44.2%から 64.5%に急増しています。 

 一方、「病児・病後児の保育を利用した」という回答は、23.4%から 2.4%に激減してい

ます。 

 

N=1,148 
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0 10 20 30 40 50 60 70

母親が仕事を休んだ

（同居者を含む）親族・知人に子どもを看てもらった

父親又は母親のうち就労していない方が子どもを看た

父親が仕事を休んだ

病児・病後児の保育を利用した

仕方なく子どもだけで留守番させた

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・センターを利用した

その他

無回答

44.2 

22.8 

20.0 

18.6 

23.4 

1.0 

1.0 

0.7 

0.0 

64.5 

34.3 

31.4 

29.7 

2.4 

1.1 
0.9 

0.8 

1.7 

1.1 

病気やケガで通常の事業が利用できなかったときの

対処方法（前回調査との比較）

前回調査(N=606) 今回調査(N=1148)

 

％ 

※前回調査データは、「鎌倉市次世代育成支援に関するニーズ調査報告書」（平成 21 年）より。 
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B．対処方法別からみた対応日数[問 22-１] 

 対処方法別に対応日数を比較してみると、「父親が休んだ」と回答した方では「1 日」

が最も多く、23.5％でした。一方、「母親が休んだ」と回答した方では、「10～14 日」が

最も多く 20％、次いで、「5 日」が 13.2％となっており、母親の方が多くの日数仕事を休

んで、子どもの病気やケガに対応している傾向がみられます。 

また、「病児・病後児の保育を利用した」、「ファミリー・サポート・センターを利用した」

という回答は非常に少ないことがわかります。 

 

問 22-1B 子どもが病気やケガで普段利用している教育・保育事業が利用できなかった場合のこの 1 年

間に行った対処方法 

設問 全体 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７～９日 10～14日15～19日20日以上 無回答

341 80 55 66 16 65 4 9 32 1 5 8
100.0 23.5 16.1 19.4 4.7 19.1 1.2 2.6 9.4 0.3 1.5 2.3

740 57 81 93 37 98 28 61 148 37 73 27
100.0 7.7 10.9 12.6 5.0 13.2 3.8 8.2 20.0 5.0 9.9 3.6

394 33 51 61 13 74 10 24 66 15 35 12
100.0 8.4 12.9 15.5 3.3 18.8 2.5 6.1 16.8 3.8 8.9 3.0

360 14 46 42 19 55 9 34 79 17 27 18
100.0 3.9 12.8 11.7 5.3 15.3 2.5 9.4 21.9 4.7 7.5 5.0

27 4 6 7 3 1 - 1 3 2 - -
100.0 14.8 22.2 25.9 11.1 3.7 - 3.7 11.1 7.4 - -

10 3 1 2 1 - - 2 1 - - -
100.0 30.0 10.0 20.0 10.0 - - 20.0 10.0 - - -

9 5 - 2 - 1 - - 1 - - -
100.0 55.6 - 22.2 - 11.1 - - 11.1 - - -

13 4 5 3 - 1 - - - - - -
100.0 30.8 38.5 23.1 - 7.7 - - - - - -

20 2 2 1 3 4 - 1 2 - 2 3
100.0 10.0 10.0 5.0 15.0 20.0 - 5.0 10.0 - 10.0 15.0

ファミリーサポートセン
ターを利用した
仕方なく子どもだけで留
守番をさせた

その他

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみ
てもらった
父親又は母親のうち就
労していない方が子ども
病児・病後児の保育を
利用した
ベビーシッターを利用し
た

 

 

 

上段：回答数 

下段：回答率 

： 
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③ 親が休んで対応した方の、病児・病後児のための保育施設等の利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

 「利用したいとは思わない」が 54.8％、「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」が 44.0％となっています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 766 100.0

できれば病児・病後児保育施設等を
利用したい

337 44.0

利用したいとは思わない 420 54.8

無回答 9 1.2
 

 

できれば病児・病

後児保育施設等

を利用したい
44.0%

利用したいとは

思わない
54.8%

無回答
1.2%

問22-2A 普段利用している教育・保育事業が利用でき

なかったときに、親が休んで対応した方の、病児・病後

児保育施設等の利用意向

 

 

N=766 

問 22-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等を利用したい」と思わ

れましたか。（あてはまる番号１つに○をつけ、日数についても□内に数字で記

入[数字は一枠に一字]） なお、病児・病後児のための事業等の利用には、一定

の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 
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 利用希望日数については、「10～14 日」が 20.2％で最も多く、次いで、「５日」が 19.6％、

以下、「３日」18.1％、「２日」9.2％と続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 337 100.0

１日 12 3.6

２日 31 9.2

３日 61 18.1

４日 9 2.7

５日 66 19.6

６日 8 2.4

７～９日 17 5.0

10～14日 68 20.2

15～19日 6 1.8

20日以上 18 5.3

無回答 41 12.2
 

 

１日
3.6%

２日
9.2%

３日
18.1%

４日
2.7%

５日
19.6%

６日
2.4%

７～９日
5.0%

10～14日
20.2%

15～19日
1.8%

20日以上
5.3% 無回答

12.2%

問22-2B 普段利用している事業が利用できなかったとき

に、親が休んで対応した方の、病児・病後児保育施設等

を利用したかった日数

 

 

N=337 
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④ 病児・病後児のための保育施設等の利用希望者が望む事業形態 

 

 

 

 

 

 「小児科に併設した施設で子どもを保育する事業」が 78.3％で最も多く、「他の施設に

併設した施設で子どもを保育する事業」が 64.7％、「地域住民等が子育て家庭等の身近な

場所で保育する事業」が 19.9％、「その他」が 3.6％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 337 100.0

小児科に併設した施設で子どもを保育す
る事業

264 78.3

他の施設に併設した施設で子どもを保育
する事業

218 64.7

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所
で保育する事業

67 19.9

その他 12 3.6

無回答 2 0.6
 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

他の施設に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育

する事業

その他

無回答

78.3%

64.7%

19.9%

3.6%

0.6%

問22-3 子どもを預ける場合に

望ましいと思われる事業形態

 

N=337 

問 22-3 問 22-2 で「できれば病児・病後児保育施設などを利用したい」と回答した

方にうかがいます。上記の目的で子どもを預ける場合、下記のいずれの業務形

態が望ましいと思われますか。（あてはまる番号すべてに○） 
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⑤ 病児・病後児のための保育施設等を利用したいと思わない理由 

 

 

 

 

 「病児・病後児を他人に看てもらうのは不安」が 55.2％で最も多く、「親が仕事を休ん

で対応する」が 51.2％、「その他」が 25.2％、「地域の事業の利便性が良くない」が 23.1％

で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 420 100.0

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 232 55.2

親が仕事を休んで対応する 215 51.2

地域の事業の利便性が良くない 97 23.1

利用料がかかる・高い 94 22.4

利用料がわからない 55 13.1

地域の事業の質に不安がある 33 7.9

その他 106 25.2

無回答 12 2.9
 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

病児・病後児を他人に看てもらうのは不安

親が仕事を休んで対応する

地域の事業の利便性が良くない

利用料がかかる・高い

利用料がわからない

地域の事業の質に不安がある

その他

無回答

55.2%

51.2%

23.1%

22.4%

13.1%

7.9%

25.2%

2.9%

問22-4 病児・病後児保育施設を

利用しない理由

 

N=420 

問 22-4 問 22-2 で「利用したいと思わない」と回答した方にうかがいます。そう思

われる理由をお知らせください。（あてはまる番号すべてに○） 
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⑥ できれば父母のいずれかが仕事を休んで看ることについて 

 

 

 

 

 

 

A．仕事を休んで子どもを看たいと思ったか 

 「できれば仕事を休んで看たい」が 37.8％、「休んで看ることは非常に難しい」が 29.4％

となっています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 773 100.0

できれば仕事を休んで看たい 292 37.8

休んで看ることは非常に難しい 227 29.4

無回答 254 32.9
 

 

できれば仕事を

休んで看たい
37.8%

休んで看ることは

非常に難しい
29.4%

無回答
32.9%

問22-5A 父母のいずれかが仕事を休んで

看たいと思ったか

 

 

N=773 

問 22-5 その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで看たい」と思われまし

たか。（あてはまる番号１つに○をつけ、「ウ」から「ケ」の日数のうち仕事を休ん

で看たかった日数についても数字で記入[数字は一枠に一字]） 
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B．仕事を休んで看たかった日数 

また、仕事を休んで看たかった日数については、「５日」が 17.8％で最も多く、次いで、

「10～14 日」が 15.8％、以下、「３日」14.7％、「２日」14.0％と続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 292 100.0

１日 25 8.6

２日 41 14.0

３日 43 14.7

４日 14 4.8

５日 52 17.8

６日 7 2.4

７～９日 17 5.8

10～14日 46 15.8

15～19日 6 2.1

20日以上 17 5.8

無回答 24 8.2
 

 

１日
8.6%

２日
14.0%

３日
14.7%

４日
4.8%

５日
17.8%

６日
2.4%

７～９日
5.8%

10～14日
15.8%

15～19日
2.1%

20日以上
5.8%

無回答
8.2%

問22-5B 仕事を休んで看たかった日数

 

N=292 
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⑦ 休んで看ることは難しいと思う理由 

 

 

 

 

 「子どもの看護を理由に休みがとれない」が 45.4％で最も多く、「その他」が 38.3％、

「休暇日数が足りないので休めない」が 23.8％、「自営業なので休めない」が 11.5％で続

きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 227 100.0

子どもの看護を理由に休みがとれない 103 45.4

休暇日数が足りないので休めない 54 23.8

自営業なので休めない 26 11.5

その他 87 38.3

無回答 5 2.2
 

 

0% 20% 40% 60%

子どもの看護を理由に休みがとれない

休暇日数が足りないので休めない

自営業なので休めない

その他

無回答

45.4%

23.8%

11.5%

38.3%

2.2%

問22-6 休んで看ることが非常に難しい理由

 

N=227 

問 22-6 問 22-5 で「１．休んで看ることは非常に難しい」に○をつけた方にうかが

います。そう思われる理由をお知らせください。（あてはまる番号すべてに○） 
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９ 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

① 不定期に利用している事業と現在利用していない理由 

①－１ 私用・親の通院・不定期の就労等の目的で、不定期に利用している事業につい

て 

 

 

 

 

 

A．不定期に利用している事業の有無 

 「利用していない」が 78.3％で最も多く、「幼稚園の預かり保育」が 11.7％、「一時預

かり」が 4.6％、「ファミリー・サポート・センター」が 3.4％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

幼稚園の預かり保育 299 11.7

一時預かり 118 4.6

ファミリー・サポート・センター 87 3.4

ベビーシッター 17 0.7

夜間養護等事業：ショートステイ 1 0.0

その他 17 0.7

利用していない 2,000 78.3

無回答 53 2.1
 

 

問 23 宛名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、

親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。(あ

てはまる番号すべてに○をつけ、1 年間の利用日数（おおよそ）も□内に数字で

記入[数字は一枠一字] 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

幼稚園の預かり保育

一時預かり

ファミリー・サポート・センター

ベビーシッター

夜間養護等事業：ショートステイ

その他

利用していない

無回答

11.7%

4.6%

3.4%

0.7%

0.0%

0.7%

78.3%

2.1%

問23A 利用している不定期の教育・保育事業

 

N=2,553 
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B．事業別利用日数 

利用している事業別に利用日数を比較すると、「幼稚園の預かり保育」では、「10～14 日」

が最も多く、「一時預かり」と「ファミリー・サポート・センター」では、「20 日以上」

が最も多くなっています。 

 

問 23B 利用事業別の利用日数(不定期) 

設問 全体 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７～９日 10～14日 15～19日 20日以上 無回答

117 14 14 14 - 10 4 3 17 5 28 8
100.0 12.0 12.0 12.0 - 8.5 3.4 2.6 14.5 4.3 23.9 6.8

300 15 27 36 6 47 5 8 78 10 58 10
100.0 5.0 9.0 12.0 2.0 15.7 1.7 2.7 26.0 3.3 19.3 3.3

87 13 8 10 5 11 - 2 12 2 21 3
100.0 14.9 9.2 11.5 5.7 12.6 - 2.3 13.8 2.3 24.1 3.4

1 - - - - - - - - - - 1
100.0 - - - - - - - - - - 100.0

17 4 3 1 - 1 1 - 2 - 5 -
100.0 23.5 17.6 5.9 - 5.9 5.9 - 11.8 - 29.4 -

17 1 1 3 - 5 - 1 2 1 2 1
100.0 5.9 5.9 17.6 - 29.4 - 5.9 11.8 5.9 11.8 5.9

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポー
ト・センター
夜間養護等事業：
ショートステイ

ベビーシッター

その他
 

上段：回答数 

下段：回答率 

： 
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①－２ 現在利用していない理由 

 

 

 「特に利用する必要がない」が 69.4％で最も多く、次いで、「利用料がかかる・高い」

が 21.3％、以下、「事業の利用方法がわからない」14.6％、「その他」11.4％と続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 2,000 100.0

特に利用する必要がない 1,388 69.4

利用料がかかる・高い 425 21.3

事業の利用方法がわからない 292 14.6

地域の事業の利便性がよくない 211 10.6

利用料がわからない 183 9.2

自分が事業の対象者になるのかどうか
わからない

174 8.7

地域の事業の質に不安がある 132 6.6

利用したい事業が地域にない 131 6.6

その他 227 11.4

無回答 20 1.0
 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

特に利用する必要がない

利用料がかかる・高い

事業の利用方法がわからない

地域の事業の利便性がよくない

利用料がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

地域の事業の質に不安がある

利用したい事業が地域にない

その他

無回答

69.4%

21.3%

14.6%

10.6%

9.2%

8.7%

6.6%

6.6%

11.4%

1.0%

問23-1 不定期な教育・保育事業を

現在利用していない理由

 

 

N=2,000 

問 23-1 現在利用していない理由は何ですか。（あてはまる番号すべてに○） 
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② 私用・親の通院・不定期の就労等の目的で、事業を利用する必要があると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

A．利用意向 

「利用したい」が 53.7％、「利用する必要はない」が 41.2％となっています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

利用したい 1,372 53.7

利用する必要はない 1,051 41.2

無回答 130 5.1
 

 

利用したい
53.7%

利用する

必要はな

い
41.2%

無回答
5.1%

問24A 私用、親の通院、不定期の就労等の

目的での教育・保育事業の利用意向

 

N=2,553 

問 24 宛名のお子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、事業を

利用する必要があると思いますか。（あてはまる番号どちらか１つに○）利用した

い方は、利用目的をお答えください。（あてはまる記号すべてに○をつけ、1 年間

の必要な日数を、目的それぞれにつき、□内に数字で記入[数字は一枠に一字]） な

お、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 
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B．利用目的 

 利用目的については、「私用、リフレッシュ目的」が 68.7％で最も多く、次いで、「冠

婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等」が 66.3％、以下、「不定期の就労」24.3％、「そ

の他」6.3％となっています。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 1,372 100.0

私用、リフレッシュ目的 943 68.7

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通
院等

909 66.3

不定期の就労 333 24.3

その他 87 6.3

無回答 52 3.8  

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

68.7%

66.3%

24.3%

6.3%

3.8%

問24B 利用目的

 

N=1,372 
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不定期な理由による、教育・保育事業の 1 年間の必要な利用日数は、「10～14 日」が

最も多く 20.7％、次いで、「20～29 日」が 13.0％、「5～9 日」が 12.5％、「1～4 日」が

9.7％の順となっています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 1,372 100.0

１～４日 133 9.7

５～９日 171 12.5

10～14日 284 20.7

15～19日 95 6.9

20～29日 179 13.0

30～49日 126 9.2

50～59日 92 6.7

100日以上 22 1.6

無回答 270 19.7
 

 

１～４日
9.7%

５～９日
12.5%

10～14日
20.7%

15～19日
6.9%

20～29日
13.0%

30～49日
9.2%

50～59日
6.7%

100日以上
1.6%

無回答
19.7%

問24B 私用、親の通院、不定期の就労等の

目的での教育・保育事業の利用希望日数

 

 

N=1,372 
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◎利用目的からみた 1 年間に必要な利用日数[問 24（利用目的×利用希望日数）] 

 

 1 年間に必要な利用日数について、利用目的別に比較してみると、「私用、リフレッシ

ュ目的」と「不定期の労働」で、「10～14 日」が最も多く、「冠婚葬祭、学校行事、子ど

もや親の通院」では、「5～９日」が最も多くなっています。 

 

問 24C 私用などでの教育・保育事業の 1 年間に必要な利用日数 

設問 全体 １～４日 ５～９日 10～14日 15～19日 20～29日 30～49日 50～59日100日以上 無回答

943 189 186 330 17 82 37 28 - 74
100.0 20.0 19.7 35.0 1.8 8.7 3.9 3.0 - 7.8

909 249 260 253 13 42 20 7 - 65
100.0 27.4 28.6 27.8 1.4 4.6 2.2 0.8 - 7.2

333 46 51 73 6 30 42 46 - 39
100.0 13.8 15.3 21.9 1.8 9.0 12.6 13.8 - 11.7

87 16 21 22 - 5 6 4 - 13
100.0 18.4 24.1 25.3 - 5.7 6.9 4.6 - 14.9

私用、リフレッシュ
目的
冠婚葬祭、学校行
事、子どもや親の通

不定期の就労

その他
 

上段：回答数 

下段：回答率 

： 
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③ 私用・親の通院・不定期の就労等の目的で子どもを預ける場合、望む事業形態 

 

 

 

 

 

 「大規模施設で子どもを保育する事業」が 72.6％で最も多く、「地域住民等が子育て家

庭等の近くの場所で保育する事業」が 37.0％、「小規模施設で子どもを保育する事業」が

36.9％、「その他」が 4.2％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 1,372 100.0

大規模施設で子どもを保育する事業 996 72.6

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所
で保育する事業

507 37.0

小規模施設で子どもを保育する事業 506 36.9

その他 57 4.2

無回答 47 3.4
 

 

0% 20% 40% 60% 80%

大規模施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の近くの場所で保育

する事業

小規模施設で子どもを保育する事業

その他

無回答

72.6%

37.0%

36.9%

4.2%

3.4%

問２４-１ 不定期に教育・保育事業を

利用したい方が、望ましいと思う業務形態

 

N=1,372 

問 24-1 14 ページ問 24 で「１．利用したい」に○をつけた方にうかがいます。問

24 の目的でお子さんを預ける場合、下記のいずれの業務形態が望ましいと思わ

れますか。（あてはまる番号すべてに○） 
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④ この 1 年間、保護者の用事で子どもを保護者以外にみてもらわなければならないこと

があったか 

 

 

 

 

 

 

 

A．保護者以外にみてもらったことの有無 

「なかった」が 74.1％、「あった」が 20.0％となっています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 2,553 100.0

あった 511 20.0

なかった 1,893 74.1

無回答 149 5.8
 

 

あった
20.0%

なかった
74.1%

無回答
5.8%

問25A 子どもを泊まりがけで家族以外に

みてもらったことの有無

 

N=2,553 

問 25 この 1 年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、

宛名のお子さんを泊まりがけで保護者以外にみてもらわなければならないこと

はありましたか。預け先が見つからなかった場合も含みます。（どちらか１つに

○）あった場合は、この 1 年間、どのように対処しましたか。（あてはまる番号

すべてに○をつけ、それぞれの日数も□内に数字で記入[数字は一枠に一字]） 
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B．この１年間の対処方法 

 子どもを保護者以外の方にみてもらったことがあった場合の、この 1 年間の対処方法

としては、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が 78.7％で最も多く、「仕方な

く子どもを同行させた」が 18.6％、「その他」が 3.3％、「短期入所生活援助事業以外の保

育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を利用した」が 0.8％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 511 100.0

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった 402 78.7

仕方なく子どもを同行させた 95 18.6

短期入所生活援助事業以外の保育事業（認可外保
育施設、ベビーシッター等）を利用した

4 0.8

仕方なく子どもだけで留守番をさせた 4 0.8

短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用
した

0 0.0

その他 17 3.3

無回答 23 4.5
 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

仕方なく子どもを同行させた

短期入所生活援助事業以外の保育事業（認可外保育

施設、ベビーシッター等）を利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

78.7%

18.6%

0.8%

0.8%

3.3%

4.5%

問25B 泊まりがけで保護者以外にみてもらったことが

あった場合の1年間の対処方法

 

 

N=511 
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◎対処方法からみた子どもを預けた日数[問 25（1 年間の対処方法×日数）] 

 

対処方法別に子どもを泊まりがけで預けた日数をみてみると、「親族・知人にみてもら

った」と回答した方では、「１泊」が最も多く 24.9％でした。「仕方なく子どもを同行さ

せた」と回答した方では、「１泊」と「2 泊」がそれぞれ 24.2％、23.2％と、ほぼ同数と

なっています。 

 

問 25C 対処方法別預けた日数 

設問 全体 １泊 ２泊 ３泊 ４泊 ５泊 ６泊 ７～９泊 10～14泊 15泊以上 無回答

402 100 75 38 24 39 6 25 39 37 19
100.0 24.9 18.7 9.5 6.0 9.7 1.5 6.2 9.7 9.2 4.7

- - - - - - - - - - -
* * * * * * * * * * *
4 1 1 - - - - - - 1 1

100.0 25.0 25.0 - - - - - - 25.0 25.0
95 23 22 13 6 4 1 3 4 4 15

100.0 24.2 23.2 13.7 6.3 4.2 1.1 3.2 4.2 4.2 15.8
4 1 2 - - - - - - - 1

100.0 25.0 50.0 - - - - - - - 25.0
17 4 - 2 1 - - 2 - - 8

100.0 23.5 - 11.8 5.9 - - 11.8 - - 47.1

ショートステイを利
用した
ショートステイ以外
の保育事業を利用し
仕方なく子どもを同
行させた
仕方なく子どもだけ
で留守番をさせた

その他

親族・知人にみても
らった

 

上段：回答数 

下段：回答率 

： 
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⑤ 親族・知人にみてもらった場合の困難度 

 

 

 

 

 「どちらかといえば困難」が 40.5％で最も多く、「特に困難ではない」が 37.8％、「非

常に困難」が 14.4％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 402 100.0

非常に困難 58 14.4

どちらかといえば困難 163 40.5

特に困難ではない 152 37.8

無回答 29 7.2
 

 

非常に困難
14.4%

どちらかといえば

困難
40.5%

特に困難

ではない
37.8%

無回答
7.2%

問25-1 子どもを泊まりがけで親族・知人にみて

もらったときの困難度

 

N=402 

問 25-1 親族・知人にみてもらった場合の困難度はどの程度でしたか。（あてはま

る番号１つに○） 
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10 小学校入学後の放課後の過ごし方 

① 小学校低学年のとき、放課後の時間はどのような場所で過ごさせたいか 

 

 

 

 

 

 

 

A．放課後の過ごさせ方の希望（小学校低学年） 

 「自宅」が 62.6％で最も多く、「習い事」が 62.1％、「子どもの家」が 31.6％、「その

他（公民館、公園など）」が 24.1％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 348 100.0

自宅 218 62.6

習い事 216 62.1

子どもの家 110 31.6

祖父母宅や友人・知人宅 80 23.0

放課後子ども教室 69 19.8

子ども会館 40 11.5

ファミリー・サポート・センター 2 0.6

その他（公民館、公園など） 84 24.1

無回答 29 8.3
 

 

問 26 宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）になったら、放課後(平

日の小学校終了後)の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（あて

はまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を数字で記入。また、「子

どもの家」を選択した場合には利用を希望する時間も□内に数字で記入。時間は、

必ず（例）18 時のように 24 時間制で記入[数字は一枠に一字]） 
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0% 20% 40% 60% 80%

自宅

習い事

子どもの家

祖父母宅や友人・知人宅

放課後子ども教室

子ども会館

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

62.6%

62.1%

31.6%

23.0%

19.8%

11.5%

0.6%

24.1%

8.3%

問26A 放課後の過ごさせ方の希望

（小学校低学年）

 

N=348 
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B．放課後の過ごさせ方からみた週当たり利用希望日数（小学校低学年） 

 

放課後の子どもの過ごさせ方から週当たりの利用希望日数をみてみると、「自宅」と「習

い事」では「２日」が最も多く、「祖父母宅や友人・知人宅」と「放課後子どもの家」で

は、「１日」が最も多くなっています。 

一方、「子どもの家」は「５日」が最も多くなっており、毎日預けたいと希望する意見

が多いことが分かります。 

 

問 26B 放課後の過ごさせ方からみた希望日数 

設問 全体 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

218 46 69 48 8 32 1 2 12
100.0 21.1 31.7 22.0 3.7 14.7 0.5 0.9 5.5

80 50 19 5 - 1 - 1 4
100.0 62.5 23.8 6.3 - 1.3 - 1.3 5.0

216 64 99 41 6 2 - - 4
100.0 29.6 45.8 19.0 2.8 0.9 - - 1.9

40 16 8 5 4 4 - - 3
100.0 40.0 20.0 12.5 10.0 10.0 - - 7.5

69 27 21 8 2 8 1 - 2
100.0 39.1 30.4 11.6 2.9 11.6 1.4 - 2.9

110 5 18 18 11 53 2 1 2
100.0 4.5 16.4 16.4 10.0 48.2 1.8 0.9 1.8

2 1 - 1 - - - - -
100.0 50.0 - 50.0 - - - - -

84 22 37 15 3 3 - 2 2
100.0 26.2 44.0 17.9 3.6 3.6 - 2.4 2.4

その他

祖父母宅や友人・知
人宅

習い事

子ども会館

放課後子ども教室

子どもの家

ファミリー・サポー
ト・センター

自宅

 

 上段：回答数 

下段：回答率 

： 
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C．子どもの家の利用希望者の利用希望終了時間 

 

「子どもの家」を選択した方の、利用希望時間帯は、「18 時台」までが 40.9％で最も多

く、次いで、「17 時台」までが 25.5％、以下、「19 時台」までが 16.4％、「16 時台」が

7.3％と続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 110 100.0

18時台 45 40.9

17時台 28 25.5

19時台 18 16.4

16時台 8 7.3

20時台 2 1.8

14時台 0 0.0

15時台 0 0.0

21時以降 0 0.0

無回答 9 8.2
 

 

18時台
40.9%

17時台
25.5%

19時台
16.4%

16時台
7.3%

20時台
1.8%

無回答
8.2%

問26C 子どもの家の利用希望終了時間

 

 

 

N=110 
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② 子どもが小学校高学年になったら、放課後の時間をどのような場所（どのようなこ

とをして）で過ごさせたいか 

 

 

 

 

 

 

 

A．放課後の過ごさせ方の希望（小学校高学年） 

 「習い事」が 78.4％で最も多く、「自宅」が 63.8％、「その他（公民館、公園など）」が

25.9％、「祖父母宅や友人・知人宅」が 24.7％で続きます。 

 

項目名 【複数回答】 集計値 構成比（％）

全体 348 100.0

習い事 273 78.4

自宅 222 63.8

祖父母宅や友人・知人宅 86 24.7

子どもの家 76 21.8

放課後子ども教室 70 20.1

子ども会館 32 9.2

ファミリー・サポート・センター 2 0.6

その他（公民館、公園など） 90 25.9

無回答 31 8.9
 

 

問 27 宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後(平

日の小学校終了後)の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（あて

はまる番号すべてに○をつけ、それぞれの週当たり日数を数字で記入。また、「子

どもの家」を選択した場合には利用を希望する時間も□内に数字で記入。時間は、

必ず（例）18 時のように 24 時間制で記入[数字は一枠に一字]） 
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

習い事

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

子どもの家

放課後子ども教室

子ども会館

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

78.4%

63.8%

24.7%

21.8%

20.1%

9.2%

0.6%

25.9%

8.9%

問27A 放課後の過ごさせ方の希望

（小学校高学年）

 

N=348 
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B．放課後の過ごさせ方からみた週当たり利用希望日数（小学校高学年） 

 

 子どもの放課後の過ごさせ方から、希望日数をみてみると、「習い事」では、「2 日」と

いう回答が 36.3％と最も多くなっています。「自宅」と「祖父母宅や友人・知人宅」、「放

課後子ども教室」では、「1 日」が、「子どもの家」では、「５日」が、それぞれ最も多く

なっています。 

 

問 27B 過ごさせ方別利用希望日数 

設問 全体 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

222 66 64 34 8 36 - 2 12
100.0 29.7 28.8 15.3 3.6 16.2 - 0.9 5.4

86 51 20 6 - 2 - 1 6
100.0 59.3 23.3 7.0 - 2.3 - 1.2 7.0

273 61 99 81 17 6 1 - 8
100.0 22.3 36.3 29.7 6.2 2.2 0.4 - 2.9

32 12 9 3 2 5 - - 1
100.0 37.5 28.1 9.4 6.3 15.6 - - 3.1

70 30 15 10 4 8 - - 3
100.0 42.9 21.4 14.3 5.7 11.4 - - 4.3

76 9 18 19 7 20 1 - 2
100.0 11.8 23.7 25.0 9.2 26.3 1.3 - 2.6

2 2 - - - - - - -
100.0 100.0 - - - - - - -

90 30 38 12 3 4 - 1 2
100.0 33.3 42.2 13.3 3.3 4.4 - 1.1 2.2

子どもの家

ファミリー・サポー
ト・センター

その他

自宅

祖父母宅や友人・知
人宅

習い事

子ども会館

放課後子ども教室

 

 上段：回答数 

下段：回答率 

： 
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◇放課後の過ごさせ方の低学年・高学年での比較◇ 

 

子どもの放課後の過ごさせ方を、小学校低学年と高学年とで比較すると、高学年にお

ける「習い事」という回答が非常に多くなっていることがわかります。 

 また、低学年における「祖父母宅や友人・知人宅」という回答も比較的高くなってい

ます。子どもが小さいうちは、大人の眼の届くところで安心して過ごさせたいという思

いがうかがえます。 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

習い事

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

子どもの家

放課後子ども教室

子ども会館

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

62.1 

62.6 

31.6 

23.0 

19.8 

11.5 

0.6 

24.1 

8.3 

78.4 

63.8 24.7 
21.8 

20.1 

9.2 

0.6 

25.9 
8.9 

放課後の過ごさせ方

（低学年・高学年比較）

低学年 高学年

 

％ 
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C．子どもの家利用希望者の利用希望終了時間 

 「子どもの家」を選択した方の、利用希望時間帯は、「17 時台」までが 31.6％で最も

多く、次いで、「18 時台」までが 28.9％、以下、「19 時台」までが 19.7％、「16 時台」ま

でが 3.9％と続きます。 

およそ６割の方が、18 時台までの利用で足りるとしています。 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 76 100.0

17時台 24 31.6

18時台 22 28.9

19時台 15 19.7

16時台 3 3.9

20時台 2 2.6

14時台 0 0.0

15時台 0 0.0

21時以降 0 0.0

無回答 10 13.2
 

 

17時台
31.6%

18時台
28.9%

19時台
19.7%

16時台
3.9%

20時台
2.6% 無回答

13.2%

問27C 子どもの家の利用希望終了時間

 

N=76 
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③ 土曜日と日曜日・祝日の子どもの家の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)土曜日 

A．土曜日の利用意向 

 土曜日の利用希望については、「利用する必要はない」が 55.8％で最も多く、「低学年

（１～３年生）の間は利用したい」が 20.8％、「高学年（４～６年生）になっても利用し

たい」が 15.8％で続きます。 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 120 100.0

低学年（１～３年生）の間は利用
したい

25 20.8

高学年（４～６年生）になっても
利用したい

19 15.8

利用する必要はない 67 55.8

無回答 9 7.5
 

 

低学年（１～３年生）

の間は利用したい
20.8%

高学年（４～６年

生）になっても利

用したい
15.8%

利用する必要

はない
55.8%

無回答
7.5%

問28A 子どもの家の利用希望

（土曜日）

 

N=120 

問 28 16 ページ問 26 または問 27 で「６.子どもの家（放課後児童クラブ(学童保育)）」

に○をした方にうかがいます。宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日

に、子どもの家の利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかか

ります。（あてはまる番号１つに○をつけ、利用したい時間帯を、□内に（例）

09 時～18 時のように 24 時間制で記入[数字は一枠に一字]） 
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B．土曜日の利用希望開始時間 

 土曜日の利用希望開始時間については、「９時」が 47.7％で最も多く、次いで、「８時」

が 29.5％、以下、「７時」9.1％、「10 時」4.5％と続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 44 100.0

７時より前 0 0.0

７時 4 9.1

８時 13 29.5

９時 21 47.7

10時 2 4.5

11時以降 1 2.3

無回答 3 6.8
 

 

７時
9.1%

８時
29.5%

９時
47.7%

10時
4.5%

11時以降
2.3%

無回答
6.8%

問28B 子どもの家の利用希望終了時間

(土曜日）

 

N=44 
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C．土曜日の利用希望終了時間 

 土曜日の利用希望終了時間については、「18 時台」が 36.4％で最も多く、次いで、「17

時台」が 29.5％、以下、「19 時台」15.9％、「15 時台」9.1％と続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 44 100.0

12時台以前 - -

13時台 1 2.3

14時台 0 0.0

15時台 4 9.1

16時台 2 4.5

17時台 13 29.5

18時台 16 36.4

19時台 7 15.9

20時台 0 0.0

21時以降 0 0.0

無回答 1 2.3
 

 

13時台
2.3%

15時台
9.1%

16時台
4.5%

17時台
29.5%

18時台
36.4%

19時台
15.9%

無回答
2.3%

問28C 子どもの家の利用希望終了時間

(土曜日）

 

 

N=44 
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(2)日曜日・祝日 

 

A．日曜日・祝日の利用意向 

 日曜日・祝日の利用希望については、「利用する必要はない」が 74.2％で最も多く、「低

学年（１～３年生）の間は利用したい」が 9.2％、「高学年（４～６年生）になっても利

用したい」が 9.2％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 120 100.0

低学年（１～３年生）の間は利用
したい

11 9.2

高学年（４～６年生）になっても
利用したい

11 9.2

利用する必要はない 89 74.2

無回答 9 7.5
 

 

低学年（１～３年

生）の間は利用し

たい
9.2%

高学年（４～６年

生）になっても利

用したい
9.2%

利用す

る必要

はない
74.2%

無回答
7.5%

問28(2)A 子どもの家の利用希望

(日曜・祝日）

 

 

N=120 
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B．日曜日・祝日の利用希望開始時間 

 

 日曜日・祝日の利用希望開始時間については、「９時」が 50.0％で最も多く、「８時」

が 27.3％、「７時」が 13.6％、「10 時」が 4.5％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 22 100.0

７時より前 - -

７時 3 13.6

８時 6 27.3

９時 11 50.0

10時 1 4.5

11時以降 0 0.0

無回答 1 4.5
 

 

７時
13.6%

８時
27.3%

９時
50.0%

10時
4.5%

無回答
4.5%

問28(2)B 日曜・祝日の子どもの家の

利用希望(開始時間）

 

 

N=22 
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C．日曜日・祝日の利用希望終了時間 

 

 日曜日・祝日の利用希望終了時間については、「17 時台」が 40.9％で最も多く、「18

時台」が 27.3％、「19 時台」が 13.6％、「12 時台以前」が 9.1％で続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 22 100.0

12時台以前 2 9.1

13時台 - -

14時台 - -

15時台 1 4.5

16時台 1 4.5

17時台 9 40.9

18時台 6 27.3

19時台 3 13.6

20時台 - -

21時以降 - -

無回答 - -
 

 

12時台以前
9.1%

15時台
4.5%

16時台
4.5%

17時台
40.9%

18時台
27.3%

19時台
13.6%

問28(2)C 日曜・祝日の子どもの家の

利用希望（終了時間）

 

 

N=22 
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④ 長期休暇期間中の子どもの家の利用希望 

 

 

 

 

 

 

A．長期休暇中の子どもの家の利用意向 

 長期休暇中の子どもの家の利用意向は、「高学年（４～６年生）になっても利用したい」

が 50.0％で最も多く、以下、「低学年（１～３年生）の間は利用したい」が 39.2％、「利

用する必要はない」が 9.2％と続きます。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 120 100.0

低学年（１～３年生）の間は利用
したい

47 39.2

高学年（４～６年生）になっても
利用したい

60 50.0

利用する必要はない 11 9.2

無回答 2 1.7
 

 

低学年（１～３年

生）の間は利用し

たい
39.2%高学年（４～６年

生）になっても利

用したい
50.0%

利用する必要は

ない
9.2%

無回答
1.7%

問29A 長期休暇期間中の

子どもの家の利用意向

 

 

N=120 

問 29 宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期の休暇期間

中の子どもの家の利用希望はありますか。事業の利用には、一定の利用料がかか

ります。（あてはまる番号１つに○をつけ、利用したい時間帯を、□内に（例）

09 時～18 時のように 24 時間制で記入[数字は一枠に一字]） 
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B．長期休暇中の子どもの家の利用希望開始時間 

 長期休暇中の子どもの家の利用希望開始時刻は、「９時」が 43.0％で最も多く、次いで、

「８時」が 41.1％、以下、「７時」9.3％、「10 時」2.8％となっています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 107 100.0

７時より前 - -

７時 10 9.3

８時 44 41.1

９時 46 43.0

10時 3 2.8

11時以降 1 0.9

無回答 3 2.8
 

 

７時
9.3%

８時
41.1%

９時
43.0%

10時
2.8%

11時以降
0.9% 無回答

2.8%

問29B 長期休暇期間中の

子どもの家の利用希望時間（開始時間）

 

 

N=107 
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C．長期休暇中の子どもの家の利用希望終了時間 

 長期休暇中の子どもの家の利用希望終了時間は、「18 時台」が 35.5％で最も多く、次

いで、「17 時台」が 29.0％、以下、「19 時台」20.6％、「16 時台」7.5％となっています。 

 

項目名 集計値 構成比（％）

全体 107 100.0

12時台以前 - -

13時台 - -

14時台 - -

15時台 5 4.7

16時台 8 7.5

17時台 31 29.0

18時台 38 35.5

19時台 22 20.6

20時台 1 0.9

21時以降 0 0.0

無回答 2 1.9
 

 

15時台
4.7%16時台

7.5%

17時台
29.0%

18時台
35.5%

19時台
20.6%

20時台
0.9%無回答

1.9%

問29C 長期期間中の

子どもの家の利用希望(終了時間）

 

 

N=107 


